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表紙の写真：南アフリカケープタウンの街角
NO-DIG 2018 SOUTH AFRICAの会場となったケープタウンの街角です。南アフリカ共和国の南西に位置し、南アフリカでは二番目に
大きな都市と言われ、市街地の背後にそそり立つテーブルマウンテンや喜望峰などを含んだケープ草原のなかにあります。

　モズ（百舌鳥）は開けた森林や林縁、農

耕地などに生息し、様々な鳥の鳴き声を真

似ることから和名の由来（百舌）になって

います。また秋から１１月頃にかけてモズ

の高鳴きと言われる激しい鳴き声を出して

縄張り争いをします。オスは目の上を通過

する黒い線がはっきり入りますが、この写

真のメスにはその黒い線がなく、雪を背景

にしてやさしい感じの顔になっています。

　動物食で、昆虫、両生類、小型の鳥、

小型の哺乳類などを食べますが、捕らえた

獲物を木の枝などに突き刺したり、木の枝

股に挟んだりする「モズのはやにえ」と言

われる行動でも知られています。はやにえ

には、バッタやトカゲなどいろんなものが見

られますが、ある日の観察会で目の前を飛

んでいたトンボを捕まえて枝に刺す瞬間を

見たことがあります。

　一瞬の出来事でした。小さな猛禽類と言

われ、高い木の上に止まって餌になる生き

物を探して襲い掛かり、元の場所に戻って

獲物を食べていますが、その視力は相当良

さそうです。枝の先に止まった様子を描い

た宮本武蔵の絵も有名ですね。
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